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　今月は雪にちなんで「石井康治ガラスアート展」の出品作の中から「潮音」
（1990年）を取り上げます。
　石井康治は1991年、青森市三内丸山に念願の自分の工房を構えることに
なりますが、その直前、1980年代の末に、幻想的な林の風景を表現したシリー
ズや、この「潮音」を含むシリーズなど、独創的な表現に富んだ作品を数多く
生み出しています。
　「潮音」シリーズは、白を基調とした器の素地に、青や赤、黒などのはっき
りした色を対比させ、その上に複雑な縞柄の模様をほどこしたもの。この作品
でも濃紺の素地の周囲に、一つは等高線のような複雑な縞模様を、もう一つ
は孔雀の羽のような羽状文を廻らせてあります。濃紺と白の、簡素な力強さを
示す素地と、金箔を含んだ流水のようなうねりを持つ模様がぶつかり合い、静
の中の動、動の中の静というみごとな対比を生み出しています。

　なお、この作品での白の使用は、津軽の雪景色からヒントを得たと言われています。

妖精の森ガラス美術館　館 長　畠山　耕造

お問い合せ先　妖精の森ガラス美術館　電話（０８６８）４４－７８８８

潮 音　1990年

＜展覧会情報＞　石井康治ガラスアート展～光と色彩のイリュージョン
　　　　　　　　2010年9月29日（水）～2011年3月28日（月）


